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要旨：過去 41 年間無間伐であった 97 年生のヒノキ林に対し，本数率 31％，材積率 22％の下層間伐を行った。間伐

後 10 年間の直径成長は，従来から通常の間伐を施してきた試験区と同等に回復した。間伐後に枯死や被害が増加す

る傾向はみられなかった。樹冠長率は間伐後 5 年後よりも 10 年後のほうが大きくなっていた。単木単位では，樹冠

長率が大きいほど直径成長量も大きい傾向が認められた。本事例においては，過密で高齢であった林分でも，間伐に

よる直径成長の改善効果があることが確認された。 
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Ⅰ はじめに 

間伐が不十分なまま主伐が先送りされた結果，いわば

消極的に長伐期化する人工林があり，高齢かつ過密な人

工林の取扱いが課題となっている。極端に過密で，樹冠

長率が低下した人工林に対し間伐を行った場合，間伐後

の成長の回復があまり期待できないばかりか，気象害の

可能性が高くなることが懸念されている（１）。しかしこ

のことを実証的に検討した例は多くない（２）。本論では，

過去 41 年間無間伐であった 97 年生のヒノキ人工林に対

し下層間伐を行った事例について報告する。 

 

Ⅱ 場所と方法 

試験地は福島県棚倉町内，棚倉森林管理署 13 林班ち

小班に所在する那須道ヒノキＡ種収穫試験地である。こ

の固定試験地は 1938 年（25 年生）に設定された。当初

は通常の施業を行う間伐区だけであったが，1968 年（56

年生），同齢の隣接林分に比較区が増設された。比較区は

以後無間伐（1967 年以前は通常施業）であったが，2009

年（97年生）に比較区を再開区と対照区の2つに分割し，

間伐区と再開区で間伐を実行した。このときの間伐率は

間伐区で本数率 29％，材積率 22％であった。一方，再開

区の間伐率は本数率 31％，材積率 22％であった。関東地

方国有林ヒノキ林分密度管理図によって算出した間伐前

後の収量比数は，間伐区で 1.00，0.86，再開区で 1.18，

1.03 であった。間伐前後の ha あたり本数は間伐区で 603

本，426 本，再開区で 1007 本，693 本であった。間伐前

後の ha あたり幹材積合計は間伐区で 1087m3，845 m3，

再開区で 1310 m3，1020 m3であった。 

間伐区，再開区，対照区の調査面積はそれぞれ 0.204ha，

0.137ha，0.134ha である。これまでに５～15 年の間隔で，

計 12 回（増設された再開区と対照区は計 8 回）の毎木調

査が実施されている。調査項目は個体識別の上，胸高直

径，樹高，寺崎式樹型級区分，被害などである。2014 年

（102 年生）と 2019 年（107 年生）には枝下高（山側と

谷側の生き枝の中間の高さ）も測定され，（樹高－枝下高）

÷樹高により樹冠長率に換算した。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 各試験区の樹高と胸高直径の推移を図-1 に示す。上層

樹高（Loreyの平均樹高；胸高断面積を重みとする加重平
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均樹高）は，加齢とともに鈍化しつつも林齢 100 年を超

えても増加を続けていた。間伐区と再開区の樹高地位は

概ね同等であるが，対照区の樹高地位は低かった。平均

胸高直径は，地位の低い対照区も含め，林齢 100 年を超

えても直線的に増加していた。 

  

  

107 年生時点の生存木について，97 年生の間伐前後にお

ける直径成長量を比較すると（図-2），96 年生までの再開

区の直径成長量は間伐区を下回っていたが，おおよそ間

伐後に相当する 96 年生以降の再開区の直径成長量は間

伐区と同等に回復していた。ただし，いずれも年あたり

直径成長量は 0.3cm，年輪幅で考えると 1.5mm 程度の

遅々とした成長にとどまっている。これは間伐後でも収

量比数 0.85 以上の高い密度によるものと推察される。対

照区においても直径成長量が増加しているのは，再開区

と隣接していることによる林縁効果の可能性がある。 

 97 年生における間伐の 5 年後および 10 年後における

樹冠長率を比較すると（図-3），間伐区と再開区はそれぞ

れ樹冠長率が改善した。しかし間伐を行っておらず，ま

た樹高成長にも劣る対照区は樹冠長率が改善しなかった。 

 単木の樹冠長率と直径成長量との間には正の相関が認

められた（図-4，r=0.47***）。藤森（１）は，間伐しても

回復が期待できない樹冠長率の下限として 0.2 という値

を示しているが，本事例では 0.2 以下の領域でも相対的

に直径成長のよい個体もあり，明瞭な閾値は見出されな

かった。 
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図-１. 上層樹高（上）と平均胸高直径（下）の推移 
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図-4. ３試験区全体での 

単木の樹冠長率と直径成長量との関係 
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図-2. 直径成長量の比較 
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図-3. 樹冠長率の比較 


